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新年に誓う会 《1/11》

６時間目に「新年に誓う会」を行いました。各教室でそれ
ぞれ「一年の目標」を表す言葉と、その言葉に込めた意味を
発表しました。四字熟語や古語など、生徒一人一人の人柄や
今年にかける想いがよく表れた、個性あふれる作品・発表で
した。発表に使用した書は廊下に掲示しています。

「また日間賀島に来たい」
うしお２組 伊藤 彰浩

１２月に中学校で講演をしてくださった中村さんが「頼まれごとは試されごと」という話
をしてくださいました。『頼まれたこと以上の行動をすると、結果的に自分に幸せが舞い込
んでくる。』という意味です。この話を聞いたときに、私の頭に浮かんできたのは日間賀島
の方たちです。
日間賀島で働き始めて３年目、これまで多くの方々と関わってきました。行事等で話をし
たＰＴＡの方たちは、「どうしたら子どもたちにこれまでにない経験と感動を与えられるか」
ということを常に考えていました。日間賀サミットでは、「小中学生が考えたさまざまなア
イデアをどのようにしたら実現できるか」ということを、さまざまな立場の島民の方が意見
を出し合っていました。島っ子クリーン活動でも、中学生と一緒に老人会の会長さんへ依頼
に伺った際、「みんなに声をかけてみる。」と言ってくださり、当日は参加賞が無くなるくら
いたくさんの方が参加してくださいました。どの場面、どの方と話をしても誰一人嫌な顔を
せず、むしろ期待以上の言葉と行動を返してくださいました。
日間賀島で働くようになり、「なぜたくさんのお客さんが日間賀島にやってくるのか」と

いうことが分かった気がします。日間賀島に来たときに、島の方からたくさんの感動を与え
てもらい、「また来たい！」と思えるのでしょう。今後、私が日間賀島の外で働くようにな
っても、また戻ってきたいと思っています。たくさんの感動をありがとうございます。

赤い羽根共同募金のお礼

みなさまのご協力のおかげで
11,243円の募金が集まりまし
た。集まったお金は、社会福
祉協議会を通じて、地域のた
めに活用されます。
「赤い羽根共同募金に協力し
てくれた生徒や保護者のみな
さま、ありがとうございまし
た。おかげでたくさんの募金
が集まりました。またご協力
お願いします」
（生徒会長 河合倫汰さん）

Hint A《1/19》
小学６年生も参加して、一緒にＨＡの練習を行いました。

最初は１，２年生の「三宅島太鼓」を披露し、その後は１

年生が太鼓の叩き方や構えを教えながら練習をしました。



２ 月 の 予 定
日 曜 行事等の予定 最終下校17:00
１ 火 中学校入学説明会 教育相談週間

私立高校･専修学校一般入試
２ 水 私立高校･専修学校一般入試 ＨＡ
３ 木 私立高校･専修学校一般入試
４ 金 Ｂ日程 委員会
５ 土
６ 日
７ 月 朝会 １，２年学年末テスト週間
８ 火 ＨＩＳＡ
９ 水 Ｂ日程 駅伝フェスティバル
10 木 町教育研究発表会（４時間授業13:30下校）
11 金 建国記念の日
12 土
13 日
14 月 １、２年学年末テスト（数・音・英）

３年愛校作業
15 火 １、２年学年末テスト（体・国・技家）

３年保育所訪問
16 水 １、２年学年末テスト（理・社）

生徒議会
17 木 Ｂ日程 生徒会レク大会 公立高校推薦出願
18 金 Ｂ日程 生徒総会 公立高校一般出願
19 土
20 日
21 月 朝会（３年最終）

⑤⑥送る会準備・リハーサル
22 火 卒業生を送る会・卒業式式場準備

３年お祝い給食
23 水 天皇誕生日
24 木 ３年卒業記念「島ごはん」
25 金
26 土
27 日
28 月

３ 月 の 主 な 行 事

１日(火） 卒業式合同練習
２日(水) 卒業式総合練習、式準備
３日(木) 卒業式
７日(月) 公立高校Ａ日程入試（学力検査）
８日(火) 公立高校Ａ日程入試（面接・特別検査）

島っ子クリーン活動
９日(水) ＨＡ（小６参加）

１０日(木) 公立高校Ｂ日程入試（学力検査）
１１日(金) 公立高校Ｂ日程入試（面接・特別検査）
１５日(火) 授業参観 ２年進路学習会

部活お別れ会
１６日(水) 前期生徒会役員選挙
１８日(金) 公立高校入試合格発表
２４日(木) 修了式 生徒会役員任命式

上級学校訪問《1/20》

１１月に予定していた上級学校訪問を実施するこ

とができました。名鉄電車に乗り、午前中はグルー

プに分かれて半田商業高校、半田農業高校、半田工

科高校、武豊高校の学校見学をしました。授業を見

学したり、説明を聞いたりしながら、高校生活をイ

メージすることができました。また、午後からは全

員で日本福祉大学付属高校へも見学に行きました。

普段、見慣れない景色を見たり、電車の乗り換えに

迷ったり、特別にグランドに入らせてもらったりす

るなど、貴重な経験となりました。

「大切な命」
校長 長田 智幸

新しい年となり、３学期が始まりました。本
年もどうぞよろしくお願いいたします。２学期
の終業式で「冬休み中の願いはただ一つ、３学
期の始業式で皆さん全員の元気な顔をみること
です。」という話をしました。休み中に大きな
けがや事故がなく、安心しているところです。
最近のニュースを見ていると、人の命を軽く

考えているとしか思えないような事件が多くあ
りました。命が大切なことは、当たり前ですが、
当たり前すぎて、忘れられてしまうのでしょう
か。命があるからこそがんばることができるし、
辛いことや楽しいことを経験することができま
す。「なぜ勉強するのか」、「なぜ友だちと仲良
くするのか」、「なぜルールを守るのか」など、
深く考えていくと、最終的な目的は、すべては
命を大切にすることにつながっています。学校
で行っている教育活動は、すべて命の大切さを
学ぶためのものであるべきだと信じています。
３学期は、１年間の総まとめをして、新学期

に向けて準備をする学期です。多くの経験や体
験を通して、生徒の皆さんが大切な命について
実感できるような教育活動をしていきたいと思
います。


